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運
動
好
き
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

富
士
見
市
教
育
委
員
会

昨
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
に
賛
否
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各

国
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
躍
動
す
る
姿
は
、
観
て

い
る
私
た
ち
に
多
く
の
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
若
い
世
代
の
活
躍
は

児
童
生
徒
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
夢
や
勇
気

を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

市
内
学
校
で
は
、
よ
り
よ
い
授
業
を
目
指

し
た

『富
士
見
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
を
活
用
し
、

体
育
授
業
の
工
夫

・
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
が

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
委

員
会
で
は
、

『
敏
捷
性
』
の
向
上
を
重
点

に
、
授
業
研
究
会
や
大
縄
、
リ
ズ
ム
縄
跳

教
育
長
　
　
山
口
　
武
士

び
等
、
研
修
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

実
施
し
た

「新
体
カ
テ
ス
ト
」
で
は
、
「持

久
力
」
一敏
捷
性
」
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
「短
距
離
走
」
「投
力
」
は
前
回
調
査

と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
学
校

に
お
い
て
の
着
実
な
取
組
に
よ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
ｃ

未
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
自
分
の
健
康
を
見
つ
め
な
お
す
機

会
と
捉
え
、
今
後
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
ｃ

本
市
の
取
組
や
内
容
の
紹
介
が
、
家
庭
で

も
活
用
さ
れ
、
運
動
好
き
な
児
童
生
徒
の
育
成

の

一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一自
律
」

令
和
４
年
度
は
、
箱
根
駅
伝
で
の
青
山
学

院
大
学
の
圧
勝
と
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
で
の
青
森
山
田
高
校
の
圧
勝
で
、
「青
学
」

の
活
躍
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
両
校

は
圧
勝
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

両
校
と
も
有
名
な
の
で
、
全
国
か
ら
有
能

な
選
手
が
集
ま
る
と
い
う
要
因
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
強
さ
の
秘
密
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
記
事
を
調

べ
て
み
る
と

「自
律
」
と
い
う
部
分
が
共
通

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
ｃ

青
山
学
院
大
学
は
競
技
を
通
じ
自
律
を
重

ん
じ
て
お
り
、
レ
ー
ス
後
に
原
監
督
は
選
手

た
ち
の
自
律
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
青
森
山

田
高
校
の
選
手
た
ち
は

一
人

一
人
が
キ
ャ
プ

テ
ン
シ
ー
を
持
ち
互
い
に
意
見
を
主
張
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン

シ
ー
に
最
も
必
要
な
の
は
自
律
で
す
。
人
か

富
士
見
市
体
力
向
上
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
大
自
田
　
仁

ら
管
理
さ
れ
言
わ
れ
た
こ
と
を
行
う
の
で
は

な
く
、
自
分
の
課
題
を
自
分
で
見
つ
け
、
考
え
、

判
断
し
実
行
に
移
す

「自
律
」
が
自
ら
の
力

や
チ
ー
ム
の
力
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
を
「青

学
」
の
両
校
が
立
証
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
校
で
も
自
律
を
育
む
た
め
の
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
育
や
体
育
的
行
事
で

は
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や
、
自
分
の
体
力

に
合
わ
せ
て
練
習
方
法
を
考
え
繰
り
返
し
練

習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
種
類
の
運
動
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
体
力
を
高
め
、
運
動
の
楽
し

さ
を
味
わ
わ
せ
、
生
涯
に
渡
っ
て
運
動
を
生

活
に
取
り
入
れ
る
素
地
を
育
ん
で
い
ま
す
。

本
誌
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
や

各
ご
家
庭
で
体
力
や
体
つ
く
り
等
に
関
心
を

も
ち
、
健
康
で
運
動
好
き
な
児
童
生
徒
の
育

成
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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『反応速度×正確性』【敏捷性(びんしょうせい)】 を高めよう !!

～令和 3年度 新体カテス ト (反復横跳び)の結果～
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～『球技 (バ ドミントン)』 【東中学校 :保健体育科授業の様子】 亀‥
く
、
／
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，…
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ジリティートレーニング(準備運動)
平衡感覚や強さ、スピード、ボディコントロールを
失わず、方向転換を正確に行う

学

年

令和 元年度

市 平均
上ヒ車交

令和 元 年度

県平 均

R3市 平均
との比較

27.83 ―■ _■ 6 28.68 -2.0■

2 32.■ 2 -2.35 32.77 -3.00

3 35.19 ―■.74 36.70 -3.25

4 39.48 ―■_57 41.00 -3.09

5 44.0■ 44.64 -4_■ 2

男

子

6 46.4■ -2.6■ 47.66 -3.86

26.05 -0.32 27.35 ―■.62
2 30.30 ―■.92 3■ .23 -2.85

3 33.30 ―■.84 34.94 -3.48

4 38.48 -2.46 39。 26 -3.24

5 42.07 -3.32 43.0■ -4.26

小
学
校

女

子

6 44.84 -2.09 45.70 -2.95

48.64 ―■.36 49.33 -2.05

2 53.57 -2.■ 5 53.32 ―■.90
男

子
3 55。 49 ―■.02 56.03 ―■.56

46.89 -4.64 46.50 -4.25

2 49.32 -2.47 48.98 -2.■ 3

中
学
校 女

子
3 49.70 -2.06 49。 47 ―■.83

富士見市の課題になつている「反復横跳び」 (敏捷性)の結果を、今年度の市内の平均値と令和元年度
の県の平均値を比較したところ、小学校も中学校も男女ともに平均値を下回る結果となりました。

体力低下の要因として

→ 外遊びの減少、授業での活動の制限などが考えられます。
→ 授業での活動の制限、部活動の制限などが考えられます。

今後は、富士見市の課題である「反復横跳び」 (敏捷性)を高めていくために、児童生徒の安
全 口安心を第一に考えながら、コロナ禍での「各学校の取組」、「用具の工夫 口運動の工夫」、「運

動場や体育館などの場の工夫」を小学校・中学校で共有し、体力向上のためのよりよい手立てを

検討します。

学ヽ

中学校

動きが
しよう !

体重移動がしつかりできて、

速い返球ができるようになった !

マl●盪|

くヽ|千日3`年 [虻

市 平 均

126.67

29。 77

33.45

37.91

40.52 -3.49

43.80

25.73

28.38

3■ .46

36.021

38.75
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こんな運動をしてみませんか :

『楽 しみながら体力を高めよう』
コロナ禍で、体育の授業以外の運動時間が減 り、運動の機会が減つていることと思います。
小さい頃の運動 (遊び)の経験により、身体を動かすことの楽 しみを知 り、運動が好きに
なり、結果的に体力を高めることができるようになります。
運動の楽 しさを実感 し、工夫しながら運動をする習慣の定着に努めましょう。ぜひ保護者
の皆様も、休日、お子様と一緒に取 り組んでみてください。
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☆フラッグやコーン、ボールなどを相手
より速く走つてとる運動 (遊び)です。

鷲
☆「ね・ね・ね・・・ねずみ !(ねこ !)」
名前を呼ばれた方がタッチされない
ように逃げる運動 (遊び)です。

色々な方法でやつてみよう
・二人の距離を縮めて (伸ばして)
。体育座りから ・背中を向けて
・ハンデをつけて

色々な姿勢で

スター トしよう
・座った姿勢から
'う つ伏せの姿勢から
・ハンデをつけて

【載―ルジャンプ紫ッチ理

目指す高さや跳び方

を工夫して遊ぼう

☆どれだけ高い目標 (目 印)に
タッチできるか競い合う

運動 (遊び)です。

ネットは指

がかかるの

で危険 !

大きく腕を振っ

て高く跳ばう !

麗尋∞爾鍼鯰≧ぴ醸
☆短縄を使つて長く跳び続けることで、

持久力を高める運動 (遊び)です。

かけ足とびや二重跳び

などにも挑戦しよう
長く跳び

続けるぞ I!

響 露 苺‐・
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す<す<育て 富士見つ子

ンケー ト実施 【富士見市内児童生徒対象】
(令和 3年 12月 )
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1 朝食は毎日食べますか?

小学生

(%)

中学生

(%)

国毎日食べる □食べない日もある 國食べない

小学生、中学生の約80%が、朝食を毎日食べている。中学生は、朝食を食べる割合が減少する。

′]ヽ 1

小 2

小 3

小 4

小 5

小 6

中 1

中 2

中 3

2 学校のある日は、夜何時に寝ますか?

,C

“ `0 =0
lω (喘 )

轟幹0時前 ■120～ 21時 :=21～22時 m22～ 23時 亜ン3～ 24時 l艤 24時以降

就寝時刻は、年齢があがるにつれて、遅くなる。23時以降に就寝する割合は、小学生 8%、 中学生 61 %。
中学生になると家庭学習、部活動等で生活に変化があり、就寝前のメディア視聴が多くみられる。

学校のある日、1日の中 (起床～就寝)で、どの位の時間、メディア (テレビ・

スマートフォン・パソコン等)の画面を見ていますか?(学校の授業は除く)

3

小 1

′]ヽ2

小3

′]ヽ4

′」ヽ5

′]ヽ6

中 1

中2

中3

110(■ i

菫1時間未満  日 1～ 2時間 菫 2～3時間 轟 3時間以上

自己免疫力を高める要素として、「よい睡眠」、「適度な運動」、「バランスのよい食事」
が必要です。

感染症の予防に努めながら、健康の保持増進やス トレス解消、自己免疫力を高める
ために、安全・安心に運動を行い、心身ともに健康な生活を目指しましょう。

1日 3時間以上の長時間視聴が、小学生 29%、 中学生 40%。
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